　発達障害講座7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（講座No.10170）



	日 程
	時 　間
	テ　ー　マ

	3
月
5

日
（土）
	13:00～14:20
	自閉症児と家族に対する療育実践　－これまでの蓄積とこれから－

	
	14:30～16:00
	自閉症児に対する療育アプローチ  －新しい三つの視点からのアプローチ－

	3

月

6

日
（日）
	10:00～12:00
	各年齢段階における三つの視点

（１）生理的・感覚的な満足
（２）興味･関心の広がり

	
	昼　　食　（各自でお取りください）

	
	13:00～14:00
	（３）対人･社会的な関係

	
	14:00～15:00
	自閉症児と家族に対するこれからの療育実践


【プログラム】
講師：明治安田こころの健康財団　子ども療育相談センター
センター長：新井　利明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

相　談　員：山藤　由紀：天野　昌子：田代　結：太田　智子：赤沼　未佳：佐久間　栄一



明治安田こころの健康財団　子ども療育相談センター公開講座


自閉症の縦断的理解に基づく新たなアプローチ


－35年間の臨床実践に基づく新たな視点から－

















　現在の社会・地域・家庭が抱える大きな問題から、教育現場において一人ひとりの子どもに対するきめ細やかな配慮を行なうことの必要性が示され、更なる少人数教育の環境の整備についての答申がなされています。社会情勢の激しい変化の中で、一人ひとりの子どものそれぞれの年齢段階において必要な発達課題に基づいた指導目標を決定していくことは、どのような専門家や家族でもたやすいことではありません。これからの社会の変化を予想し、社会のなかで価値ある存在として人生を生きていくために必要なことを決定していくことが、療育・教育現場で最も必要なことだと考えます。具体的な予測が難しいという理由から、これまでの対応の枠組みを変えることなく、「児童生徒の個々の特徴に応じた必要な配慮」という曖昧な内容だけでは、それぞれの年齢段階で顕著となる特異的な発達の特徴を確認し、その中のどのような部分について可能性を見出し、どのような対応を計画していくのかについて明確な方向性を示すことはできません。


今回の講座では、これまでの35年間にわたる乳幼児期から青年期にわたる縦断的な臨床場面での個別的な療育と相談の中で蓄積された内容を基に、それぞれの年齢段階で必要となる内容について、新しい三つの視点からの具体的な療育目標と課題設定のアイデアを紹介する予定です。一人ひとりの新しい人生の価値の創造に向けた日々の実践の中で、この三つの新しい視点からのアプローチが、具体的で最新の療育・指導情報を刻々と更新させてくれる可能性があります。新しい視点からの取り組みに興味のある方は、奮ってご参加くださいますようお願い申し上げます。
































　　　　　　　





【川崎医療福祉大学　佐々木正美】








期　日	：２０１１年 3月 ５日（土）・6日（日）


受講対象： 保護者、家族、および関連の専門家（教育、保育、相談に関わる方）


定　員	：１0０名（定員になり次第締切りますのでホームページ等でご確認ください）


受講料	：5,０００円（税込、昼食は各自でおとりください）


会　場	：明治安田こころの健康財団講義室　（TEL：03-3986-7021）

















